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はじめに 

富山県にある立山カルデラ内には，多枝

原池，泥鰌池，刈込池，新湯の４つの池が

存在する（富山県，1994）．多枝原池と泥鰌

池は淡水の中栄養湖で，泥鰌池には放流さ

れたニジマス等が生息するが，刈込池は淡

水の腐植栄養湖で，新湯は強酸性の温泉（表

面温度 70℃）であり，ともに魚類の生息は

みられない（富山県，1994）． 

今回，富山県立山カルデラ砂防博物館の

依頼により，①泥鰌池，②多枝原池，③刈

込池の３つの池で淡水魚類の生息調査を行

った結果を報告する（図１）． 

 

図１ 立山カルデラの３つの池の位置図 

 

調査方法 

調査は，2017年６月６日に泥鰌池と多枝

原池，同年６月 20日には泥鰌池と刈込池で

行った．各池の概要については表１に示し

た． 

調査方法は釣り（ルアー）と手ダモ（幅

30 ㎜・目合い４㎜）による採集を中心に，

シュノーケリングによる目視観察も行った

（写真１）．シュノーケリングではドライス

ーツを着用し，反時計回りに池内を一周し

て，目視および水中映像・写真で確認した

魚類を記録した．採集した魚類はその場で

同定し，個体数の計数，全長測定および写

真撮影を行った後に放流したが，ドショウ

とギンブナの一部は標本とした．魚類の分

類および標準和名・学名は，原則として「日

本産魚類検索 全種の同定 第三版（中坊，

2013）」に従った．また，同時に捕獲された

トンボ類の幼虫の同定には「改訂トンボの

調べ方」（井上清・宮武頼夫，2010）を用い

た． 

 

立山カルデラ 
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表１ 各池の概要（富山県，1994） 

 

結果と考察 

 今回の調査で出現した魚類は，コイ科タ

カハヤ，ギンブナ，ドジョウ科ドジョウ，

サケ科ニッコウイワナ（以下，イワナと略

記），ニジマスの３科５種で，過去の記録に

ある魚類はすべて確認された（表２）．各池

でみると，①泥鰌池からは３科４種，②多

枝原池からは２科２種の魚類が確認された

が，③刈込池からは確認されなかった．各

池の状況と出現魚類を以下に記す．また，

魚類以外に確認された爬虫類，両生類，水

生昆虫類，貝類のリストを末尾に記す（表

３）． 

 

[①泥鰌池] 

 

湯川谷の右岸に噴出している旧立山温泉

源の直上（標高 1335m）に位置する堰止湖

で（富山県，1994），今回調査を行った３つ

の池のうちで面積が最も大きい．岸際は抽

水性の植物が多く繁茂し，水面にはヒルム

シロ類など浮葉植物も見られた．魚類はタ

カハヤ，ギンブナ，ドジョウ，ニジマスの

３科４種が確認され，３つの池のうち最も

多くの魚種が確認された．底質は腐植土が

堆積した泥底であったが水の透明度は高く，

シュノーケリングでは全長約 100～300mm

のニジマスが多数遊泳しており（写真２），

ヒルムシロ類の下ではタカハヤの群れが見

られた（写真３）． 釣りで全長 248～320mm

のニジマス（写真４）が４個体採集された

が，全ての個体が暗緑色を帯びた特徴的な

体色をしていた．池の流れ出し周辺ではギ

ンブナ（写真５）が多数見られ，手ダモで

全長 40～125mmが 13個体採集された．さら

に抽水性の植物が繁茂した岸付近の浅場で，

全長 95mmのドジョウ（写真６）が２個体と

全長 45mm のタカハヤが１個体採集された．  

①泥鰌池は，その成因や富山県における

淡水魚の分布からみて，もともと魚類が生

息していたとは考えにくい．魚類の導入に

関しては，1953年と 1955 年にニジマスが

放流された記録がある（富山県，1994）．ま

た，1955年８月 10日に富山県水産課の協

力のもと体長６cmのニジマスを約 2500尾

放流したところ，４年後には 50～60cmに成

長し，さらに体長２～４cmの幼魚が多数増

殖しているのが見られたという（平田ほか，

1960）．春産卵型であるニジマスは，本州で

はあまり自然繁殖しないが（川那部，1980），

①泥鰌池は富山県内では大山町（現富山市）

の祐延湖とともに繁殖が確認されている場

所である（田中，1980）．また，ギンブナは

立山温泉で食用にするために放流されたと

いう伝聞がある．しかし，タカハヤとドジ

ョウに関する放流の情報はなく，過去の記

録ではドジョウはまったく棲んでいないと

されている（平田ほか，1960）．両種の導入

について詳しくは不明であるが，イワナ・

ヤマメの放流用種苗に混じって有峰湖に移

入された可能性あるトミヨの事例（田中ほ

か，1993）のように，ニジマスやギンブナ
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に混じって移入した可能性も考えられる． 

魚類以外の生物では，ヤンマ科オオルリ

ボシヤンマの幼虫が１個体採集されたが，

シュノーケリングでは魚類以外の生物は確

認できなかった． 

 

[②多枝原池] 

 

湯川谷支谷の多枝原谷の上流域，標高

1445ｍに位置する（富山県，1994）．調査時

の天候は快晴で，②多枝原池周辺には残雪

が見られた．底質は岸際では岩が混じった

土砂であったが，深部では腐植土の堆積が

見られた．水は水底付近でやや濁っていた

が，水面付近は岸際から雪解け水が流入し

ており透明度が高かった．水温は 9.0℃で

あった。魚類はギンブナとイワナの２科２

種が確認された．シュノーケリングで，ギ

ンブナ成魚の群れ（写真７）を目視確認し

たが採集はできなかった．また，釣りでは

全長 210～280㎜のイワナ（写真８）が３個

体採集された．さらに，②多枝原池から流

れ出した河川内でも，全長 100mmのイワナ

若魚が手ダモで採集された．環境庁（1987）

によれば，1935年にフナ，1979年にイワナ

を放流した記録があり，今回確認された個

体はそれらが繁殖して定着したものと考え

られた． 

今回は魚類以外の生物は確認できなかっ

たが，過去の記録では放流されたフナとと

もにサンショウウオ科クロサンショウウオ

や周辺の木の枝にアオガエル科モリアオガ

エルの卵塊が多数確認されている（藤川ほ

か，1960）．今回の調査はモリアオガエルの

産卵期でなかったため確認できなかったと

思われるが，クロサンショウオは成体，卵

嚢とも確認できなかったことから今後の調

査が必要と思われる．②多枝原池近くの水

溜まりでは，クロサンショウウオの卵嚢１

対とエゾトンボ科タカネトンボの幼虫が１

個体採集された． 

 

[③刈込池] 

 

湯川谷の上流左岸の段丘上（標高 1620m）

に位置する（富山県，1994）．今回調査を行

った３つの池のうちで面積が最も小さい．

抽水性の植物は見られなかったが，湖畔林

が繁茂して水面上へ張り出していた．水温

は 11.1℃であった． 

①泥鰌池や②多枝原池とは異なり，シュ

ノーケリングでは魚類を確認できなかった

が，魚類以外の生物が多く，クロサンショ

ウウオの卵嚢（写真９）を多数確認したほ

か，卵嚢付近では成体も多数確認された．

本種の卵塊は一般的には乳白色だが，標高
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の高い地域では透明型が見られる傾向にあ

り（南部，1990），③刈込池で確認された卵

塊はすべて透明であった．水生昆虫では，

ゲンゴロウ科メススジゲンゴロウの出現頻

度が高く，個体数も多かった（写真 10）．

このほか，オオルリボシヤンマの幼虫（写

真 11）が９個体，エゾトンボ科カラカネト

ンボの幼虫（写真 12）が 11個体採集され

た．その他，貝類ではマメシジミ科マメシ

ジミが３個体採集され（写真 13），このう

ち，カラカネトンボとメススジゲンゴロウ

はレッドデータブックとやま 2012では「絶

滅危惧Ⅱ類」，マメシジミは「純絶滅危惧」

に位置づけられており，３種とも高山の池

沼に生息する希少な生物であった（富山県，

2012）．③刈込池で立山カルデラの在来生物

が高密度で確認されたのは，捕食者となる

魚類が生息していないことが要因と推測さ

れた． 

 

まとめ 

３つ池で淡水魚類の生息調査を行った結

果，①泥鰌池には意図的に放流されたニジ

マスとギンブナ，②多枝原池ではイワナと

ギンブナの定着が確認された．また，①泥

鰌池では放流魚に混じって移入された可能

性のあるタカハヤとドジョウの定着も確認

された． 

魚類が確認されなかった③刈込池では，

多くのクロサンショウウオの卵嚢とともに

成体を確認したほか，高山の池沼に生息す

るメススジゲンゴロウ，カラカネトンボ，

マメシジミといった希少な在来生物が多数

確認された．これらの生物にとって捕食者

となる魚類が③刈込池では放流されておら

ず，立山カルデラの本来の池の姿を保って

いると考えられ，非常に貴重な環境である．

なかでもメススジゲンゴロウは，幼虫が浮

遊遊泳型でプランクトンタイプの獲物を捕

食する．この生活型のため魚類の格好の餌

食となり魚類のいる池では繁殖できない

（ヤスイケ，2019）．すでに魚類が放流され

ている①泥鰌池や②多枝原池では，高山の

池沼に生息する希少な生物が失われた可能

性の高いことが示された．たとえ県内在来

の魚類であっても，自然分布域でない地で

は移入種であり，定着して在来種に悪影響

を及ぼすことが明らかになった．今後，立

山カルデラに生息する在来生物の保全のた

めには，魚類などの放流がなされないよう

にすることが重要である． 
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写真１ シュノーケリングによる調査 写真３ 水草に潜むタカヤハの群：泥鰌池 

写真２ 泳ぐニジマス：泥鰌池 写真４ 釣れたニジマス：泥鰌池 

27 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真５ 流れ出しのギンブナ：泥鰌池 

写真６ 採集されたドジョウ：泥鰌池 

写真９ クロサンショウウオの卵塊：刈込池 

写真８ 釣れたイワナ：多枝原池 

写真 10 メススジゲンゴロウ：刈込池 

写真７ フナ類の群れ：多枝原池 写真 11 オオルリボシヤンマの幼虫：刈込池 

写真 12 カラカネトンボの幼虫：刈込池 
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表２ 立山カルデラの魚類（過去の記録と今回の記録） 

 

写真 13 マメシジミ：刈込池 

表３ 確認された爬虫類，両生類，水生昆虫類，貝類 
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